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早 い もので今 年 もあ と2ケ 月 、 あ ち こち か ら初 雪 の便 りが届

い て きます。私 たちを とりま く世界 が どこか静か にひ っそ りし

て きたかの ように感 じられ ます。そん な夜 は、もの思い にふ け

るに も、読書 に親 しむに も、芸術 にふれ るにも、 自分 をみつ め

るに も、絶好 の機 会か と思 います。特 に進路選択 を控 えた3年'

生 は 、 あ らゆ る角 度 か ら自分 をふ りかえ り、将来 を考 える時 か

と思 います。それぞれの秋 を大事 に過 ご してほ しい ものです。

お母 さんのせいだよ

先 目、デパ ー トに買い物 に行 った時 、 とて も考え させ られ る

親子 に出会いま した。

買ったお もちゃの包み を大事そ うに抱 えてい る小学生 くらい

の子 、 もらった風船が飛 んで しまって泣 いてい る小 さな子な ど、

売場 は どこも人でい っぱいで、 ごったがえ していま した。私 は

ある本 を買い に、八階の本 売場 までエ スカ レーターで上がるこ

とに しま した。

三階の子 ども服売場まで来た時、幼稚 園 ぐらいの男 の子 とそ

の子 のお母 さん・とも う一人の女の人 の三人連れが私の数人前に

乗って きま した。 ところがその男の子 は、混 んでい る人 の問を

かきわけ るように して、エスカ レーターの上をか けの ぼった り

降 りた りして遊 び始 めたのです。

お母 さんは連れ の女 の人 との話 に夢 中で、子 どもに注意 を し

よ うとも しませ ん。大 きな荷物 を両脇 にかかえて立 ってい るお

ば さんな どは、その子が脇 を走 り抜 けるたびに迷惑そ うな顔 を

して、身を よけ るよ うに してい ま した。

次の階になって も、そ の次の階 になって もその子 は相変わ ら

ずエスカ レータ ーをかけのぼった り降 りた りして遊 んでいます。

きっ とい ちばん上の階にある食堂へい くつ も りで しょ う。周 り

の人 はみん な迷 惑そ うな顔 で したが、 そばにい るお母 さんがそ

の うち止 めさせ るだ ろ うと考えて我慢 を してい る様 子で した。

七階 まで上が った時です。 かけ上 がろ うとしたその子がつ ま

ずい て倒れたはず み に、そばにい た五十歳 ぐらいのお じさんに、

お もいっき りぶつか って しまったのです。みんなハ ッとして息
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をのみ ま した。 その とたん、そのお じさんが ものす ごい声で ど

な りづ けたのです。 「なにや って るんだ!こ の子 の親 は どこ に

い るん だ。 さっ きか ら皆 が迷惑 して るのがわか らないのか!」

驚 い て お母 さん の所 へ 逃 げ帰 ったその子 を、今度 はお母 さんは

大 声で しか りつ けま した。 「いつ もお とな しく してなきゃあい

けない ど言 って るで しょ!だ か ら、 お 母 さんが お じ さん に叱 ら

れ たで しょう」す ると、その子 は泣 きなが らわめ くよ うに言い

返 しま した。

「お母 さんが注意 して くれ ないか らだ よ。お母 さんがい けない

んだ」

責任 のなす りつ け合 い を している親 子 を見て、周 りの人たち

は思 わず笑い 出 して しまい ま した。私 はふ と 「あの子が大 きく

なって どん なお となにな るのだろ うな?」 と思 い ま した。

i進 路 を考 え る

遠足やハ イキングで 山道 を肇 る と、道が右 手 と左手 に分 かれ

ていて、 どち らの道 を選ん だ ら目的地 に着 けるのか迷 うことが

よくあ ります。私 たちの人生 にもこの よ うに、その とき どきに

分かれ道 があって、 どち らの道 に進 むべ きか迷 い、 自分 な りの

判 断 と決断 に よって、 自分 に とって一番 よい と思 う方 向を決 め

るものです。 では、 自分 に とって一番 よい人生 と思 う道 、っ ま

り自分に とって一番 よい と思 う進路を決 めるときには、 どんな

こ とを考えてお く必要が あ ると思いますか。

大切 な ことの一つ は、 自分 のことを よ く知 り、 自分 で納得 し

て選ぶ進路 です。 自分の こ とを知 るには、いろいろな ことを経

験 して、 自分 の能力や 特性 、適性 を知 るこ とです。 自分 に合 っ

た仕 事や職業 はなにか、 自分 は どんな こ とをや りたい のか、 ど

んな ことに向い てい るのか、いつ も自己を磨き、適切 に判断す

ることのできる能力 を養 ってお くことです。

三年生 の皆 さんは、 も う自分の進路 にっいて具体的 な形 で考

えなけれ ばな らない時期 ですが、一年 生、二年生 の皆 さんも今

の うちか ら自分 の興味や特性、適性 な どに関心を もって 自分の

将来の進路 につ いて考 えた り、友人 と語 り合った りす る習慣 を

身につけておい てほ しい と思います。

私の知 ってい る卒業生のA君 は 、二 年 生 ま で は 、学 級 委 員 の

仕 事や部活動 に熱心 に活躍 していま したが、三年生 になった ら

突然 、学校へ来 な くな りま した。不登校 の きっかけは、卒業期
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美 しい顔 詩集 「たい まつIjむ の た け じ よ り

だれ もが 、 だれ に もない 美 しい顔 を一つは必ず もって

いる。その顔 が愛す る人 との語 らい にあ らわれ るか、そ

れ とも人 はだれ しも働 いてい る ときに最 も美 しい と言わ

れ るよ うに仕事 に専念 してい るさいにあ らわれ るか、あ

るいはひ とりぼっちの ときにあ らわれ るか、 あ らわれか

た はさま ざまであろ うと、だれ もがだれ に もくらべ もの

にな らないす ば らしい顔 を一つ もってい るこは間違いな

い。多 くの人 は、 自分 のその顔 に気 づいていない ようだ

いつ どの よ うに して 自分 のその美が あ らわれ るかを 自覚

した ら、人 は熟 しは じめるで あろ う。

診断テスト時問割

11月10日(月)1国 語2理 科3社 会

11日(火)1数 学2英 語3学 活
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